
地区別事業概要

農業競争力強化基盤整備事業
事 業 名 地区名 菊水

きくすい

農地整備事業

関係市町村 北海道深川市 事業主体 北海道
ふかがわ し

事業目的 本地区は、水稲を主体に小麦、大豆、小豆、ながいも等を組み合わせた営農が展

開されている。

これまでに地区内では、用排水路や暗渠排水等の整備が行われてきたものの、老

朽化により用排水路の機能低下が著しく、用水不足や排水不良が生じている。加え

て、担い手への農地集積が進み経営規模の拡大が進んでいるが、現況の水田の区画

は50a程度であるため労働生産性が低く、効率的な営農の妨げとなっている。

このため、本事業により用排水路の整備を行うとともに区画整理によるほ場の大

区画化を行うことにより、担い手へ農地の面的集積を図り、本地域の農業競争力の

強化を図るものである。

事業概要 受益面積 受益戸数 総事業費 工 期

316ha 38戸 2,701百万円 平成29～37年度

主要工事
区画整理 206ha

用水路 ６km

排水路 ６km

関連事業

費用対効果 Ｂ：総便益 Ｃ：総費用 Ｂ／Ｃ 算定方式

3,882百万円 3,546百万円 1.09 総費用総便益比方式

概要図 別添のとおり

出典：菊水地区土地改良事業計画概要書（北海道空知総合振興局調整課作成）





地区別事業概要

農業競争力強化基盤整備事業
事 業 名 地区名 扇山北

おうぎやまきた

農地整備事業

関係市町村 北海道富良野市 事業主体 北海道
ふ ら の し

事業目的 本地区は、水稲を主体にたまねぎ、小麦、にんじん、てんさい、牧草等を組み合

わせた営農が展開されている。

これまでに地区内では、区画整理や用水路整備が行われきたが、排水路は流末の

河川改修の影響で未整備であり、それに伴い落口の確保ができず、暗渠排水も未整

備であることから、排水不良が生じている。加えて、担い手への農地集積が進み経

営規模の拡大が進んでいるが、未整備の現況水田の区画は20a程度であるため労働

生産性が低く、効率的な営農の妨げとなっている。

このため、本事業により用排水路の整備を行うとともに区画整理によるほ場の大

区画化を行うことにより、担い手へ農地の面的集積を図り、本地域の農業競争力の

強化を図るものである。

事業概要 受益面積 受益戸数 総事業費 工 期

375ha 55戸 3,314百万円 平成29～37年度

主要工事
区画整理 263ha

排水路 23km

関連事業

費用対効果 Ｂ：総便益 Ｃ：総費用 Ｂ／Ｃ 算定方式

5,428百万円 3,242百万円 1.67 総費用総便益比方式

概要図 別添のとおり

出典：扇山北地区土地改良事業計画概要書（北海道上川総合振興局調整課作成）





地区別事業概要

農業競争力強化基盤整備事業
事 業 名 地区名 目名

め な

農地整備事業

関係市町村 北海道磯谷郡蘭越町 事業主体 北海道
いそ や ぐんらんこしちよう

事業目的 本地区は、水稲を主体に小麦、大豆、ばれいしょ、たまねぎ、そば、アスパラガ

ス等を組み合わせた営農が展開されている。

これまでに地区内では、用排水路や暗渠排水等の整備が行われてきたものの、老

朽化により用排水路の機能低下が著しく、地区の南側はほ場整備が行われておら

ず、私費による簡易な整備により対応してきたが、十分な整備ではなく、用水不足

や排水不良が生じている。加えて、担い手への農地集積が進み経営規模の拡大が進

んでいるが、現況の水田の区画は30a程度であるため労働生産性が低く、効率的な

営農の妨げとなっている。

このため、本事業により用排水路の整備を行うとともに区画整理によるほ場の大

区画化等を行うことにより、担い手へ農地の面的集積を図り、本地域の農業競争力

の強化を図るものである。

事業概要 受益面積 受益戸数 総事業費 工 期

273ha 29戸 3,440百万円 平成29～37年度

主要工事
区画整理 231ha

用水路 ６km

排水路 ３km

暗渠排水 ７ha

客土 ８ha

関連事業

費用対効果 Ｂ：総便益 Ｃ：総費用 Ｂ／Ｃ 算定方式

5,114百万円 3,514百万円 1.45 総費用総便益比方式

概要図 別添のとおり

出典：目名地区土地改良事業計画概要書（北海道後志総合振興局農村振興課作成）





地区別事業概要

農業競争力強化基盤整備事業
事 業 名 地区名 鶴 城

かくじよう

農地整備事業

関係市町村 北海道空知郡南幌町 事業主体 北海道
そら ち ぐんなんぽろちよう

事業目的 本地区は、水稲を主体に小麦、大豆、ねぎ、てんさい、スイートコーン等を組み

合わせた営農が展開されている。

これまでに地区内では、用排水路や暗渠排水等の整備が行われてきたものの、老

朽化により用排水路の機能低下が著しく、用水不足や排水不良が生じている。加え

て、担い手への農地集積が進み経営規模の拡大が進んでいるが、現況の水田の区画

は50a程度であるため労働生産性が低く、効率的な営農の妨げとなっている。

このため、本事業により用排水路の整備を行うとともに区画整理によるほ場の大

区画化を行うことにより、担い手へ農地の面的集積を図り、本地域の農業競争力の

強化を図るものである。

事業概要 受益面積 受益戸数 総事業費 工 期

614ha 39戸 5,096百万円 平成29～37年度

主要工事
区画整理 478ha

用水路 10km

排水路 19km

関連事業

費用対効果 Ｂ：総便益 Ｃ：総費用 Ｂ／Ｃ 算定方式

9,086百万円 7,938百万円 1.14 総費用総便益比方式

概要図 別添のとおり

出典：鶴城地区土地改良事業計画概要書（北海道空知総合振興局調整課作成）





地区別事業概要

農業競争力強化基盤整備事業
事 業 名 地区名 茶志内東１

ちや し ないひがしいち

農地整備事業

関係市町村 北海道空知郡奈井江町 事業主体 北海道
そら ち ぐん な い え ちよう

事業目的 本地区は、水稲を主体に小麦、大豆、そば、トマト、メロン等を組み合わせた営

農が展開されている。

これまでに地区内では、用排水路や暗渠排水等の整備が行われてきたものの、老

朽化により用排水路の機能低下が著しく、用水不足や排水不良が生じている。加え

て、担い手への農地集積が進み経営規模の拡大が進んでいるが、現況の水田の区画

は40a程度であるため労働生産性が低く、効率的な営農の妨げとなっている。

このため、本事業により国営かんがい排水事業と一体的に用水路の整備を行うと

ともに区画整理によるほ場の大区画化を行うことにより、担い手へ農地の面的集

積を図り、本地域の農業競争力の強化を図るものである。

事業概要 受益面積 受益戸数 総事業費 工 期

63ha 12戸 1,067百万円 平成29～35年度

主要工事
区画整理 52ha

用水路 0.8km

関連事業
国営かんがい排水事業空知中央地区

費用対効果 Ｂ：総便益 Ｃ：総費用 Ｂ／Ｃ 算定方式

1,703百万円 1,262百万円 1.35 総費用総便益比方式

概要図 別添のとおり

出典：茶志内東１地区土地改良事業計画概要書（北海道空知総合振興局調整課作成）





地区別事業概要

農業競争力強化基盤整備事業
事 業 名 地区名 新光東

しんこうひがし

農地整備事業

関係市町村 北海道夕張郡長沼町 事業主体 北海道
ゆうばりぐんながぬまちよう

事業目的 本地区は、水稲を主体に小麦、大豆、ブロッコリー、ねぎ、はくさい等を組み合

わせた営農が展開されている。

これまでに地区内では、用排水路や暗渠排水等の整備が行われてきたものの、老

朽化により用排水路の機能低下が著しく、用水不足や排水不良が生じている。加え

て、担い手への農地集積が進み経営規模の拡大が進んでいるが、現況の水田の区画

は50a程度であるため労働生産性が低く、効率的な営農の妨げとなっている。

このため、本事業により排水路の整備を行うとともに区画整理によるほ場の大区

画化を行うことにより、担い手へ農地の面的集積を図り、本地域の農業競争力の強

化を図るものである。

事業概要 受益面積 受益戸数 総事業費 工 期

253ha 26戸 4,952百万円 平成29～37年度

主要工事
区画整理 253ha

排水路 0.1km

関連事業

費用対効果 Ｂ：総便益 Ｃ：総費用 Ｂ／Ｃ 算定方式

7,469百万円 5,869百万円 1.27 総費用総便益比方式

概要図 別添のとおり

出典：新光東地区土地改良事業計画概要書（北海道空知総合振興局調整課作成）





地区別事業概要

農業競争力強化基盤整備事業
事 業 名 地区名 拓進

たくしん

農地整備事業

関係市町村 北海道上川郡比布町 事業主体 北海道
かみかわぐんぴつ ぷ ちよう

事業目的 本地区は、水稲を主体に小麦、小豆、そば、かぼちゃ、牧草等を組み合わせた営

農が展開されている。

これまでに地区内では、用排水路や暗渠排水等の整備が行われてきたものの、老

朽化により用排水路の機能低下が著しく、用水不足や排水不良が生じている。加え

て、担い手への農地集積が進み経営規模の拡大が進んでいるが、現況の水田の区画

は30a程度であるため労働生産性が低く、効率的な営農の妨げとなっている。

このため、本事業により用排水路の整備を行うとともに区画整理によるほ場の大

区画化を行うことにより、担い手へ農地の面的集積を図り、本地域の農業競争力の

強化を図るものである。

事業概要 受益面積 受益戸数 総事業費 工 期

147ha 40戸 2,008百万円 平成29～37年度

主要工事
区画整理 133ha

用水路 ２km

関連事業

費用対効果 Ｂ：総便益 Ｃ：総費用 Ｂ／Ｃ 算定方式

2,864百万円 2,638百万円 1.08 総費用総便益比方式

概要図 別添のとおり

出典：拓進地区土地改良事業計画概要書（北海道上川総合振興局調整課作成）





地区別事業概要

さろまとうぶ

事 業 名 農業競争力強化基盤整備事業 地区名 サロマ東部

農地整備事業

ところぐんさろまちょう

関係市町村 北海道常呂郡佐呂間町 事業主体 北海道

事業目的 本地区は、北海道常呂郡佐呂間町の東部に位置し、小麦、てんさいを中心に、高

収益作物のかぼちゃ等を組み合わせた営農が展開されている。

地区内の基盤整備は、農地や基幹農道など総合的な整備が行われてきたものの、

土壌状況により排水性の悪いほ場が存在しており、湿害等による収量の減少、播種

や防除・収穫の適期作業に支障をきたしている。

このため、本事業により区画整理、暗渠排水等を総合的に実施し、生産性の高い

優良農地を確保することで、効率的な畑作農業経営の確立及び農業の生産性の向上

を図り、本地域の農業競争力の強化を図るものである。

事業概要 受益面積 受益戸数 総事業費 工 期

860ha 20戸 1,092百万円 平成29～33年度

主要工事 区画整理 273ha、暗渠排水 562ha、客土 31ha

関連事業

費用対効果 Ｂ：総便益 Ｃ：総費用 Ｂ／Ｃ 算定方式

2,148百万円 923百万円 2.32 総費用総便益比方式

概要図 別添のとおり

出典：サロマ東部地区土地改良事業計画概要書（北海道オホーツク総合振興局調整課作成）



平成29年度 新規採択希望　道営農業競争力強化基盤整備事業（農地整備事業（畑地帯担い手育成型））
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地区別事業概要

しほろなんぶだいに

事 業 名 農業競争力強化基盤整備事業 地区名 士幌南部第２

農地整備事業

かとうぐんしほろちょう

関係市町村 北海道河東郡士幌町 事業主体 北海道

事業目的 本地区は、北海道河東郡士幌町の南部に広がる農業地帯であり、小麦、てんさ

い、ばれいしょ、豆類の畑作４品を中心に、高収益作物のスイートコーン等を組み

合わせた営農が展開されている。

地区内の基盤整備は、農地や基幹農道など総合的な整備が行われてきたものの、

排水路の能力不足や土壌状況により排水性の悪いほ場が存在しており、湿害等によ

る収量の減少や品質の低下、播種や防除・収穫の適期作業に支障をきたしている。

このため、本事業により国営かんがい排水事業と一体的に排水路、暗渠排水の整

備を行うとともに、農道、区画整理等を総合的に実施し、生産性の高い優良農地を

確保することで、効率的な畑作農業経営の確立及び農業の生産性の向上を図り、本

地域の農業競争力の強化を図るものである。

事業概要 受益面積 受益戸数 総事業費 工 期

740ha 60戸 1,542百万円 平成29～35年度

主要工事 排水路 ３km、農道 ２km、区画整理 402ha、

暗渠排水 ３ha、除礫 62ha

関連事業 国営かんがい排水事業富秋士幌川下流地区

費用対効果 Ｂ：総便益 Ｃ：総費用 Ｂ／Ｃ 算定方式

3,163百万円 2,245百万円 1.40 総費用総便益比方式

概要図 別添のとおり

出典：士幌南部第２地区土地改良事業計画概要書（北海道十勝総合振興局調整課作成）
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